
令和４年度栃木県立馬頭高等学校シラバス 
教科名 科目名 単位数 学年・学科・授業クラス 
商業   簿記 ４ 2 学年・普通科・選択ａ 

 
科
目
概
要
と
目
標 

 商業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通し
て，取引の記録と財務諸表の作成に必要な資質・能力を育成することを目指す。 

教科書・副教材 実教出版 新簿記 
評
価
の
観
点 

知識・技術  簿記について実務に即して体系的・系統的に理解するととも
に，関連する技術を身に付けるようにする。 

思考・判断・表現

力 

 取引の記録と財務諸表の作成の方法の妥当性と課題を見い
だし，ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造
的に課題に対応する力を養う。 

主体的に学習に

向かう態度・人間

性 

 企業会計に関する法規と基準を適切に適用する力の向上を
目指して自ら学び，適正な取引の記録と財務諸表の作成に主体
的かつ協働的に取り組む態度を養う。 

評
価
の
方
法 

各学期共通で、定期試験・提出物及び授業態度により評価する 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



学習計画および評価方法 等 

評価の観点：a（知識・技能）b（思考・判断・表現）c（主体性・人間性） 
月 単元 学習内容 学習のねらい・活動 評価の観点 
 
４ 
５ 
６ 
７ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
８

 
第 1 章 
簿記の基礎 
 
 
 
第 2 章 
資産・負債 
純 資 産 と 貸
借対照表 
 
 
第 3 章 
収益・費用と 
損益計算書 
 
 
 
第 4 章 
取引と勘定 
 
 
 
 
第 5 章 
仕訳と転記 
 
 
第 6 章 
仕訳帳と 
総勘定元帳 
 
第 7 章 

 
① 簿記の意味と目的 
② 簿記の種類 
③ 簿記の歴史 
④ 簿記の前提条件 
 
① 簿記の 5 つの要素 
② 資産・負債・純資産 
③ 貸借対照表 
④ 資産・負債・資本の増減
と純損益の計算 
 
① 純損益の発生原因 
② 収益と費用の意味 
③ 収益・費用の発生と純損
益の計算 
⑤ 損益計算書 
 
① 勘定の意味と種類 
② 勘定口座 
③ 勘定の記入法 
④ 取引の意味 
⑤ 取引８要素と結合関係 
 
① 仕訳の意味 
② 仕訳の方法 
③ 転記 
 
① 仕訳帳と総勘定元帳 
② 仕訳帳の記入法 
③ 勘定元帳の形式と記入法 
 
① 試算表の意味 

 
・簿記の意味と目的を理解さ
せるとともに、歴史を通して
簿記の不易性と普遍性に触
れ、簿記を学ぶ必要性につい
て理解させる 
・資産・負債・資本の基本概念
とそれらの相互関係及び貸借
対照表の構造について理解さ
せる 
 
 
・収益・費用の基本概念とそれ
らの相互関係及び損益計算書
の構造について理解させる 
 
 
 
・取引の二面性と仕訳の方法に
ついて理解させ、勘定の記入に
関しては、勘定の役割と総勘定
元帳の記帳法を習得させる 
 
 
・仕訳の意味を理解させ、総勘
定元帳へ転記しても合計額が
一致することを理解させる 
 
・仕訳から帳簿としての仕訳帳
および総勘定元帳の記入法を
習得させる 
 
・取引の仕訳から勘定の記入を

a b c 
○ 
 
 
 
 
○ 
 
 
 
 
 
○ 
 
 
 
 
 
○ 
 
 
 
 
 
○ 
 
 
 
○ 
 
 
 
○ 

 
 
 
 
 
○ 
 
 
 
 
 
○ 
 
 
 
 
 
○ 
 
 
 
 
 
○ 
 
 
 
○ 
 
 
 
○ 

 
 
 
 
 
○ 
 
 
 
 
 
○ 
 
 
 
 
 
○ 
 
 
 
 
 
○ 
 
 
 
○ 
 
 
 
○ 



９ 
10 
11 
12 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 
２ 
３ 

試算表 
 
 
 
第 8 章 
決算 
 
 
 
第 10 章 
現金・預金 
の記帳 
 
 
 
 
第 11 章 
商品売買 
の記帳 
 
 
 
第 12 章 
掛 取 引 の 記
帳 
 
第 13 章 
手形取引 
の記帳 
 
 
第 1４章 
そ の 他 の 債
権 債 務 の 記
帳 

② 試算表の種類と作成法 
③ 試算表による誤り発見と
発見できない誤り 
 
① 決算の意味と手続き 
② 決算の本手続き 
③ 決算の報告 
④ 精算表と複式簿記の仕組
み 
① 現金・現金過不足勘定と
現金出納帳 
② 当座預金・当座借越・当
座勘定と当座預金出納帳 
③ その他の預貯金 
 
 
① 分記法 
② ３分法 
③ 仕入帳と売上帳と商品有
高帳 
④ 商品売買計算 
 
① 売掛金勘定と売掛金元帳 
② 買掛金勘定と買掛金元帳 
 
① 手形の種類 
② 約束手形の記帳 
③ 為替手形の記帳 
④ 手形の裏書と割引 
⑤ 受取手形記入帳と支払手
形記入帳 
 
① 前払金と前受金 
② 未収金と未払金 
③ 貸付金と借入金 

経て決算に至る簿記一巡の手
続きの基本的流れについて理
解させる 
 
・計算表の作成法と決算整理を
伴わない決算手続きを習得さ
せる 
 
 
・現金の入金・出金及び当座預
金の預入れ・引出しなど、現金
と当座預金に関する基本的な
取引の記帳について理解させ
る また、現金過不足、当座借
越、小口現金、その他の預貯金
の記帳に触れる 
・商品の仕入・売上及び返品・
値引きなど、商品売買に関する
基本的な取引の記帳について
理解させる 
 
 
・売掛金・買掛金などの商人間
における売買法について理解
させる 
・手形の振出し、受取り、裏書
きなど基本的な手形に関する
債権・債務の記帳について理解
させる 
 
 
 
・各種の債権・債務の特質に応
じた処理法を習得させる 
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○ 
 
 
 
 
 
 
○ 
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○ 
 
 
 
 
 
○ 
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令和４年度栃木県立馬頭高等学校シラバス 
教科名 科目名 単位数 学年・学科・授業クラス 
商業   簿記 ２・２ 2 学年・３学年 普通科・水産科 選択ｂ・ｄ 

 
科
目
概
要
と
目
標 

 商業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通し
て，取引の記録と財務諸表の作成に必要な資質・能力を育成することを目指す。 

教科書・副教材 実教出版 新簿記 
評
価
の
観
点 

知識・技術  簿記について実務に即して体系的・系統的に理解するととも
に，関連する技術を身に付けるようにする。 

思考・判断・表現

力 

 取引の記録と財務諸表の作成の方法の妥当性と課題を見い
だし，ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造
的に課題に対応する力を養う。 

主体的に学習に

向かう態度・人間

性 

 企業会計に関する法規と基準を適切に適用する力の向上を
目指して自ら学び，適正な取引の記録と財務諸表の作成に主体
的かつ協働的に取り組む態度を養う。 

評
価
の
方
法 

各学期共通で、定期試験・提出物及び授業態度により評価する 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



学習計画および評価方法 等 

評価の観点：a（知識・技能）b（思考・判断・表現）c（主体性・人間性） 
月 単元 学習内容 学習のねらい・活動 評価の観点 
 
2 年 
４ 
５ 
６ 
７ 
 
 
 
 
 
 
2 年
８
９ 
10 
11 
12 
 
 
 
 
 
 
2 年
１ 
２ 
３ 
 
 
 
 
 

 
第 1 章 
簿記の基礎 
 
 
 
第 2 章 
資産・負債 
純 資 産 と 貸
借対照表 
 
 
第 3 章 
収益・費用と 
損益計算書 
 
 
 
第 4 章 
取引と勘定 
 
 
 
 
第 5 章 
仕訳と転記 
 
 
第 6 章 
仕訳帳と 
総勘定元帳 
 
第 7 章 

 
① 簿記の意味と目的 
② 簿記の種類 
③ 簿記の歴史 
④ 簿記の前提条件 
 
① 簿記の 5 つの要素 
② 資産・負債・純資産 
③ 貸借対照表 
④ 資産・負債・資本の増減
と純損益の計算 
 
① 純損益の発生原因 
② 収益と費用の意味 
③ 収益・費用の発生と純損
益の計算 
⑤ 損益計算書 
 
① 勘定の意味と種類 
② 勘定口座 
③ 勘定の記入法 
④ 取引の意味 
⑤ 取引８要素と結合関係 
 
① 仕訳の意味 
② 仕訳の方法 
③ 転記 
 
① 仕訳帳と総勘定元帳 
② 仕訳帳の記入法 
③ 勘定元帳の形式と記入法 
 
① 試算表の意味 

 
・簿記の意味と目的を理解さ
せるとともに、歴史を通して
簿記の不易性と普遍性に触
れ、簿記を学ぶ必要性につい
て理解させる 
・資産・負債・資本の基本概念
とそれらの相互関係及び貸借
対照表の構造について理解さ
せる 
 
 
・収益・費用の基本概念とそれ
らの相互関係及び損益計算書
の構造について理解させる 
 
 
 
・取引の二面性と仕訳の方法に
ついて理解させ、勘定の記入に
関しては、勘定の役割と総勘定
元帳の記帳法を習得させる 
 
 
・仕訳の意味を理解させ、総勘
定元帳へ転記しても合計額が
一致することを理解させる 
 
・仕訳から帳簿としての仕訳帳
および総勘定元帳の記入法を
習得させる 
 
・取引の仕訳から勘定の記入を

a b c 
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○ 
 
 
 
 
 
○ 
 
 
 
 
 
○ 
 
 
 
 
 
○ 
 
 
 
○ 
 
 
 
○ 

 
 
 
 
 
○ 
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○ 
 
 
 
 
 
○ 
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○ 
 
 
 
 
 
○ 
 
 
 
 
 
○ 
 
 
 
 
 
○ 
 
 
 
○ 
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3 年 
４ 
５ 
６ 
７ 
 
 
 
 
 
 
 
3 年 
８ 
９ 
10 
11 
12 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3 年
１ 
２ 
 
 

試算表 
 
 
 
第 8 章 
決算 
 
 
 
第 10 章 
現金・預金 
の記帳 
 
 
 
 
第 11 章 
商品売買 
の記帳 
 
 
 
第 12 章 
掛 取 引 の 記
帳 
 
第 13 章 
手形取引 
の記帳 
 
 
第 1４章 
そ の 他 の 債
権 債 務 の 記
帳 

② 試算表の種類と作成法 
③ 試算表による誤り発見と
発見できない誤り 
 
① 決算の意味と手続き 
② 決算の本手続き 
③ 決算の報告 
④ 精算表と複式簿記の仕組
み 
① 現金・現金過不足勘定と
現金出納帳 
② 当座預金・当座借越・当
座勘定と当座預金出納帳 
③ その他の預貯金 
 
 
① 分記法 
② ３分法 
③ 仕入帳と売上帳と商品有
高帳 
④ 商品売買計算 
 
① 売掛金勘定と売掛金元帳 
② 買掛金勘定と買掛金元帳 
 
① 手形の種類 
② 約束手形の記帳 
③ 為替手形の記帳 
④ 手形の裏書と割引 
⑤ 受取手形記入帳と支払手
形記入帳 
 
① 前払金と前受金 
② 未収金と未払金 
③ 貸付金と借入金 

経て決算に至る簿記一巡の手
続きの基本的流れについて理
解させる 
 
・計算表の作成法と決算整理を
伴わない決算手続きを習得さ
せる 
 
 
・現金の入金・出金及び当座預
金の預入れ・引出しなど、現金
と当座預金に関する基本的な
取引の記帳について理解させ
る また、現金過不足、当座借
越、小口現金、その他の預貯金
の記帳に触れる 
・商品の仕入・売上及び返品・
値引きなど、商品売買に関する
基本的な取引の記帳について
理解させる 
 
 
・売掛金・買掛金などの商人間
における売買法について理解
させる 
・手形の振出し、受取り、裏書
きなど基本的な手形に関する
債権・債務の記帳について理解
させる 
 
 
 
・各種の債権・債務の特質に応
じた処理法を習得させる 
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令和４年度栃木県立馬頭高等学校シラバス 
教科名 科目名 単位数 学年・学科・授業クラス 
商業   ビジネス基礎 ２ 2 学年・普通科 

 
科
目
概
要
と
目
標 

 商業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通し
て，ビジネスを通じ，地域産業をはじめ経済社会の健全 で持続的な発展を担う職
業人として必要な資質・能力を育成することを目指す。 

教科書・副教材 実教出版 ビジネス基礎 新訂版 
評
価
の
観
点 

知識・技術  ビジネスについて実務に即して体系的・系統的に理解すると
ともに，関連する技術を身に付けるようにする。 

思考・判断・表現

力 

 ビジネスに関する課題を発見し，ビジネスに携わる者として
科学的な根拠に基づいて創造的に解決する力を養う。 

主体的に学習に

向かう態度・人間

性 

 ビジネスを適切に展開する力の向上を目指して自ら学び，ビ
ジネスの創造と発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養
う。 

評
価
の
方
法 

各学期共通で、定期試験・提出物及び授業態度により評価する 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



学習計画および評価方法 等 

評価の観点：a（知識・技能）b（思考・判断・表現）c（主体性・人間性） 
月 単元 学習内容 学習のねらい・活動 評価の観点 
 
４ 
 
 
 
 
 
５ 
 
 
 
 
６ 
 
 
７ 
 
 
 
 
 
８ 
９ 
 
 
10 
 
 
11 
 
 
12 
 

 
第１章 
商業の学習 
ガイダンス 
 
 
 
 
 
 
 
 
第２章 
経 済 と 流 通
の基礎 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第３章 
ビ ジ ネ ス の
担い手 
 
 
 
 
 

 
１．２１世紀にはばたく 
 
 
 
 
 
２．しっかり楽しく学んでい
こう 
 
 
 
１．経済のしくみとビジネス 
 
 
２．社会の変化とビジネスの
発展 
 
 
 
 
３．経済活動と流通 
 
 
 
１．ものの生産者 
 
 
２．サービスの生産者 
 
 
３．小売業者 
 

 
・ビジネスの理解力や実践力を
身につけることの必要性を理
解する。 
・豊かな人間性の意味を理解
し、商業を学ぶ目的をとらえ
る。 
・自ら考え､自ら学ぶ､基礎基本
の大切さ､進路､生涯学習の観
点から商業の学び方を理解す
る。 
 
・経済のしくみと経済主体につ
いて理解しビジネスの活動を
行う企業の存在に興味を持つ。 
・国際化、情報化、サービス経
済化の意味を理解する。 
・科学技術の進展がビジネスの
成長の基礎であることや、ビジ
ネスの発展を環境、エネルギー
問題と関連づけて理解する。 
・ビジネスは経済の原動力であ
り、人々の生活を便利に豊かに
することを理解する。 
 
・ものの生産者の役割、種類、
ビジネス、動向について理解す
る 
・サービスの生産者の役割、種
類、ビジネス、動向について理
解する 
・小売業者の役割､種類､ビジネ
ス､動向について理解する 

a b c 
○ 
 
 
○ 
 
 
 
 
 
 
 
○ 
 
 
○ 
 
 
 
 
 
○ 
 
 
 
○ 
 
 
○ 
 
 
○ 
 

 
 
 
○ 
 
 
○ 
 
 
 
 
 
 
 
○ 
 
○ 
 
 
 
○ 
 
 
 
○ 
 
 
○ 
 
 
○ 
 

 
 
 
○ 
 
 
○ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



１ 
 
２ 
 
３ 

 
 

４．卸売業者 
 
５．物流業者 
 
６．金融業者 
 
７．情報通信業者 
 

・卸売業者の役割､種類､ビジネ
ス､動向について理解する 
・物流業者の役割､種類､ビジネ
ス､動向について理解する 
・金融業者の役割､種類､ビジネ
ス､動向について理解する 
・情報通信業者の役割、種類、
ビジネス、動向について理解す
る 
 

○ 
 
○ 
 
○ 
 
○ 
 
 

○ 
 
○ 
 
○ 
 
○ 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



令和４年度栃木県立馬頭高等学校シラバス 
教科名 科目名 単位数 学年・学科・授業クラス 
商業   情報処理 ３ ３学年・普通科 

 
科
目
概
要
と
目
標 

 商業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことを通して，
企業において情報を適切に扱うために必要な資質・能力を育成することを目指す。 
 

教科書・副教材 実教出版 情報処理 新訂版 
評
価
の
観
点 

知識・技術  企業において情報を扱うことについて実務に即して体系的，
系統的に理解するとともに，関連する技術を身につけるように
する。 

思考・判断・表現

力 

 企業において情報を扱うことに関する課題を発見し，ビジネ
スに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に解決す
る力を養う。 

主体的に学習に

向かう態度・人間

性 

 企業活動を改善する力の向上を目指して自ら学び，企業にお
いて情報を適切に扱うことに主体的かつ協働的に取り組む態
度を養う。 

評
価
の
方
法 

各学期共通で、定期試験・提出物及び授業態度により評価する 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



学習計画および評価方法 等 

評価の観点：a（知識・技能）b（思考・判断・表現）c（主体性・人間性） 
月 単元 学習内容 学習のねらい・活動 評価の観点 
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第 1 章 
情 報 の 活 用
と 情 報 モ ラ
ル 
 
 
 
 
 
 
 
第 2 章 
情 報 通 信 ネ
ッ ト ワ ー ク
と セ キ ュ リ
ティ管理 
 
 
 
 
 
 
第 3 章 
ビ ジ ネ ス 情
報 の 処 理 と
分析 
 
 
 
 
 
 

 
①ビジネスと情報 
②情報モラル 
③ハードウェアとソフトウェ
ア 
 
 
 
 
 
 
 
①情報通信ネットワークの概
要 
②ビジネス情報の検索と収集 
③ビジネス情報の受信と送信 
④セキュリティ管理の基礎 
 
 
 
 
 
 
①基本的な表の作成 
②関数を利用した表の作成 
 
 
 
③グラフの作成 
 
 
 
④情報の整列・検索・抽出 

 
・ビジネスの諸活動における情
報の役割とコンピュータを利
用した情報活用の重要性を学
び、情報化社会に参画するため
に個人が身につけるべき情報
モラルについて学ぶ。 
・コンピュータや周辺機器の仕
組みと、ソフトウェアの役割を
理解し、目的に応じた機器の選
択や利用ができる知識を身に
つける。 
・情報通信ネットワークの概要
と、ビジネスにおけるインター
ネットの様々な利用方法やそ
の効果について学ぶ。 
・コンピュータや周辺機器の仕
組みと、ソフトウェアの役割を
理解し、電子メールの利用方法
について学び、情報化社会に参
画するために個人が身につけ
るべきセキュリティ管理の方
法について学ぶ。 
・表計算ソフトウェアの特徴を
理解し、基本操作ができるよう
にして、関数を利用して有用な
ビジネス情報を導き出すため
の技法を学ぶ。 
・グラフを用いて表のデータを
わかりやすく表現できるよう
にするため、グラフの基礎知識
や作成方法を学ぶ。 
・表のデータを目的に応じた利
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第 4 章 
ビ ジ ネ ス 文
書の作成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第 5 章 
プ レ ゼ ン テ
ーション 

⑤ ビジネスと統計 
 
 
 
 
 
①ビジネス文書と表現 
②図形と画像の活用 
 
 
 
③基本文書の作成 
 
 
 
 
 
 
④応用文書の作成 
 
 
 
①プレゼンテーションの技法 
 
②ビジネスとプレゼンテーシ
ョン 

用しやすい形で取り出し活用
するため、整列や検索の技法な
どを学び、目的に応じた適切な
計算やビジネスにおける需要
予測などの傾向をとらえる力
を習得する。 
・文書情報がコミュニケーショ
ンの重要な手段として、ビジネ
スの諸活動の中で果たしてい
る役割や種類について理解す
る。 
・ワープロの利用に関する知識
と技術を習得し、文書の構成、
構成要素の配置、文書作成の要
領について理解するとともに、
基本的な社内文書や社外文書
を取り上げて、作成に関する知
識と技術を習得する。 
・ワープロの多様な機能を利用
して、表やグラフなどを含む応
用的な文書の作成に関する知
識と技術を習得する。 
・プレゼンテーション活動の目
的や方法について理解する。 
・プレゼンテーションソフトウ
ェアを活用した実習を通して、
発表用の資料の整理や作成な
どの準備から発表までのプレ
ゼンテーション技法を習得す
る。 
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